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②国立・国定公園・登山者数等 

国定公園(ニセコ積丹小樽海岸国定公園) 

・倶知安町： 1,499,800 人  ・ニセコ町： 1,457,600 人 

・蘭越町：     817,100 人  ・岩内町：     449,200 人 

・共和町：     196,700 人 

(北海道観光局 平成 22 年度北海道観光入込客数調査結果より) 

年間登山者数： イワオヌプリ：3,551 人、アンヌプリ：5,364 人、計 8,915 人 

(H22 登山者届数より) 

 

③付近の公共機関 

機関・部署名 所在地 電話番号 

蘭越町役場 磯谷郡蘭越町 258-5 0136-57-5111 

ニセコ町役場 虻田郡ニセコ町字富士見 47 0136-44-2121 

倶知安町役場 虻田郡倶知安町北 1 条東 3-3 0136-56-8000 

共和町役場 虻田郡共和町南幌似 38-2 0135-73-2011 

岩内町役場 岩内郡岩内町字清住 258 0135-62-1011 

 

④主要交通網 

・国道 5 号線、国道 276 号線、道道 58 号線、道道 66 号線 ・JR 函館本線 

 

⑤関連施設 

なし 

 

 

����������  
機関・部署名 所在地 電話番号 

札幌火山監視・情報センター （札幌管区気象台）札幌市中央区北 2 条西 18 丁目 2 011-611-2421 
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 羊蹄山 観測点配置図を参照 

 

 

���� 

広川 治・村山正郎 （1955） 5 万分の 1 地質図幅「岩内」及び同説明書．地質調査所, 26p. 

堀 昌雄・他 (1986) 全国地熱資源総合調査の地域レポ-ト（1）ニセコ地域（火山性熱水対

流系地熱タイプ（１））. 地熱エネルギー, 11, 340-368. 

中川光弘・他 （2010） 8.2.8 ニセコ火山群. 日本地方地質誌 1 北海道地方， 日本地質学

会（編），朝倉書店.  

及川輝樹 (2011） 江戸時代における北海道の噴煙活動と噴火活動の関係． 日本火山学会講

演予稿集, 2011 年秋季大会, 70. 

奥野 充 (2003) ニセコ・イワオヌプリ, 大雪山・旭岳, 屈斜路・アトサヌプリにおける最

新噴火の年代学的研究, 北海道における完新世火山の火山活動特性の評価, 平成 12 年度

～平成 14 年度科学研究費補助金研究成果報告書, 13-23. 

大場与志男 (1960) ニセコ火山群の岩石について. 地質学雑誌, 66, 788-799. 

斉藤昌之・他 (1956） 5 万分の 1 地質図幅「留寿都」及び同説明書. 北海道開発庁, 33p. 

田中館秀三 （1918） 岩雄登円頂丘と硫黄鉱床．地学雑誌, 25, 231-240. 

(18.北海道駒ヶ岳) 

 

18.北海道
ほ っ か い ど う

駒ヶ岳
こ ま が た け

 ������������������� ������ 

北緯42°03′48″ 東経140°40′38″ 標高1,131m (剣ヶ峯)(標高点) 

 
 

 

 

 

 
北海道駒ヶ岳全景 南側から 2010 年 6 月 22 日 稲葉千秋撮影 

 

�� 

北海道駒ヶ岳火山は、10 万年前より以前に活動を開始した安山岩質(SiO2 量は 58.1～61.2 

wt.%)の成層火山である(雁沢･他,2004)。約 4 万年前までに溶岩や火砕物を噴出し、円錐形の

成層火山を形成した。その後、3 回の噴火活動期が認められ、複数回の山体崩壊と爆発的噴

火を繰り返している(吉本･他,2008)。現山頂部には西の剣ヶ峯、北の砂原岳、南の馬の背・

隅田盛で囲まれた直径約 2km の火口原がある。この火口原内には、数個の小火口があり、1942

年噴火では、昭和 4 年火口を通って長さ約 1.6 ㎞の割れ目を生じた。1996 年の噴火では昭和

4 年火口の南側に長さ約 200m の火口列を生じた。 
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火口原大亀裂 南西側上空から 

2006 年 6 月 30 日 気象庁撮影 

 

昭和 4 年火口 北西側上空から 

2006 年 6 月 30 日 気象庁撮影 

 
鹿部公園南東カメラ画像 2011 年 11 月 4 日 

気象庁撮影 

 

赤井川カメラ画像 2011 年 10 月 20 日 気象庁撮影

 
1929 年 6 月 17 日の噴火 森町側から 根本廣記(1930) 
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1998 年 10 月 25 日の噴火 南側山麓の七飯町から 

駒ヶ岳防災会議協議会提供 
2000 年 9 月 28 日噴火後の昭和 4 年火口 

北側上空から 気象庁撮影 

 

 

火口周辺図 

 

図 18-1 火口周辺図 
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地形図 

 
図 18-2 北海道駒ヶ岳の地形 

国土地理院発行の 5 万分の 1 地形図(大沼公園、臼尻、駒ケ岳、鹿部)及び数値地図 50m メッシュ(標高) 

(18.北海道駒ヶ岳) 

 5

地質図 

 

図 18-3 北海道駒ヶ岳火山地質図（勝井･他,1989） 

 

�火��� 

���������火�� 

北海道駒ヶ岳は 6000 年あまりの休止期をおいて、約 6800 年前に活動を再開した。約 6800

～6300 年前の約 500 年間の間に 4 回の爆発的噴火を起こしている。約 6800 年前の噴火では、

降下火砕物と火砕流(Ko-g)が噴出し、約 6500～6300 年前の噴火では 2 回の火砕流(P1 と P2)

が噴出した。6300 年前の噴火では、降下火砕物と火砕流(Ko-f)が噴出した。その後、6000

年あまりの長い休止期の後、江戸時代になって火山活動が再開した(勝井･他,1989；吉本･

他,2008)。1640 年の噴火では山体崩壊の後、大規模なプリニー式噴火を起こした。その後、

規模は小さくなるが 1929 年まで 3 回のプリニー式噴火を起こした。そして、さらに規模を縮

小させながら 2000 年まで水蒸気噴火が頻発しており、そのうち 1942 年ではマグマ水蒸気噴

火が起こった(勝井･他,1989；宇井･他,1997a；吉本･宇井,1998；中川･他,2001；高橋･他,2004)。 
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～6300 年前の約 500 年間の間に 4 回の爆発的噴火を起こしている。約 6800 年前の噴火では、

降下火砕物と火砕流(Ko-g)が噴出し、約 6500～6300 年前の噴火では 2 回の火砕流(P1 と P2)

が噴出した。6300 年前の噴火では、降下火砕物と火砕流(Ko-f)が噴出した。その後、6000

年あまりの長い休止期の後、江戸時代になって火山活動が再開した(勝井･他,1989；吉本･

他,2008)。1640 年の噴火では山体崩壊の後、大規模なプリニー式噴火を起こした。その後、

規模は小さくなるが 1929 年まで 3 回のプリニー式噴火を起こした。そして、さらに規模を縮

小させながら 2000 年まで水蒸気噴火が頻発しており、そのうち 1942 年ではマグマ水蒸気噴

火が起こった(勝井･他,1989；宇井･他,1997a；吉本･宇井,1998；中川･他,2001；高橋･他,2004)。 
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噴火年代 噴火場所 噴火様式 主な現象・マグマ噴出量 

6.8ka25 山頂？5,8 マグマ噴火
5,8,13,25 

Ko-g噴火：火砕物降下、火砕流。5,8,13,25 

マグマ噴出量は1.2DREkm3。（VEI5）13,25 

6.5←→6.3ka25 山頂？25 マグマ噴火
25 

P1,P2噴火：火砕流。 

マグマ噴出量は0.05DREkm3。（VEI4）25 

6.3ka15 山頂？5,8 マグマ噴火
5,8 

Ko-f噴火：火砕物降下・火砕流。5,8 

マグマ噴出量は0.3DREkm3。（VEI5）25 

※噴火イベントの年代、噴火場所、噴火様式等については、(独)産業技術総合研究所の活火山データベース(工藤・

星住, 2006-)を参考とした。なお、年代は暦年代で示す。表中の「ka」は「1000 年前」を意味し、西暦 2000 年

を 0 ka として示した。 

A←→B：A 年から B 年までの間のどこかで起こった噴火イベント 

 

�������������������� 

 

年代 現象 活動経過・被害状況等 

▲1640(寛永 17)年
5,8,23 

大規模：(岩屑なだ

れ)→マグマ噴火
5,7,8,23,24 

7 月 31 日大規模噴火：山鳴り激しく、昼頃山頂部が一部崩壊し岩屑

なだれが大沼と内浦湾になだれ込み津波発生、沿岸で 700 余名が

溺死。山体崩壊と同時に火砕流(ブラスト)発生。山体崩壊後 8 月

2 日まで軽石・火山灰を激しく噴出し、降灰、火砕流が発生。活

動は 8 月下旬まで続く。出来澗(できま)崎形成。大沼、小沼ほぼ

現在の姿となる。 

総噴出物量 2.9km3、マグマ噴出量は 1.1DREkm3。（VEI5）。岩屑なだ

れの体積は大沼側 0.3km3、鹿部側 1.42～1.70km3。5,7,8,22,23,24 

▲1694(元禄 7)年
2,6,8 

大規模：マグマ噴火
2,5,7,8 

8 月 24 日大規模噴火：朝より 26 日まで、地震・火山雷を伴う噴火。

軽石降下、火砕流発生。 

総噴出物量 0.36km3、マグマ噴出量 0.14DREkm3。（VEI4）2,5,6,7,8 

1765(明和 2)年 5,18 小噴火？ (古老伝説)。 

1788(天明 8)年 噴煙 (江差郷土史)。 

▲1856(安政 3)年 5,8 大規模：マグマ噴火
5,7,8 

9 月 23 日大規模噴火：鳴動あり、25 日早朝 山麓で地震頻発し、9：

00 頃 激しい噴火始まる。東麓の鹿部・本別の両地域では降下軽

石のため死者 2 名、負傷者多数、17 家屋が焼失。南東麓の留ノ湯

では火砕流に襲われ、死者 19～27 名。噴火は当日夕方までにほと

んど終わり、その後約 1 か月間小噴火が時々起きる。安政火口生

成。 

総噴出物量 0.21km3、マグマ噴出量 0.08DREkm3。（VEI4）5,7,8,22 

▲1888(明治 21)年 5 水蒸気噴火 5,8 小噴火(官報、函館新聞)。5,6,8,26 

▲1905(明治 38)年 5 水蒸気噴火→（泥流

発生）5,8,22 

 

8 月 17 日・18 日の両日に鳴動があり 19 日朝小噴火。安政火口の南

側に新爆裂火口(明治火口)が開かれる。 

21～23 日にかけても噴火し、22 日には押出沢で大雨による二次

泥流が発生､農作物に多少の被害があった。5,8,22,26 

▲1919(大正 8)年 5 水蒸気噴火 5 6 月 16 日に地震(函館測候所 15：54)、鳴動あり、17 日小噴火、以

後 7 月 26 日まで数回の噴火。5,26 

1922(大正 11)年 火山活動？ 5 月 22 日、多少火山活動に異常を呈する程度。(詳細不明)5,26 

▲1923(大正 12)年 5 水蒸気噴火 5 2 月 27 日 7：00 頃、突然噴火し､砂原村においては鳴動を聞き、山

麓西方に少量の降灰があった。 

3 月 15 日 14：10 頃､遠雷のごとき音響を発すると共に黒煙をあげた。
5,26 

(18.北海道駒ヶ岳) 
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1979(昭和 54)年 噴煙 1 月 21 日を最後に(1996 年 3 月の噴火まで)森測候所からの遠

望観測で噴煙が観測されなくなった。28,29 

6 月 13 日短時間に 22 回の地震群発。28,29 1983(昭和 58)年 地震・熱 

10 月瓢形火口の地中温度やや上昇。28,29 

1987(昭和 62)年 熱活動 昭和 17 年火口の温度が下降傾向から上昇傾向に反転。 

1989(平成元)年 地震・火山性微

動 

12 月 30 日駒ヶ岳の北約 5km の砂原付近で地震群発、西山麓(旧

A 点)で 20 回。最大 M3.4、震度 3：森、震度 1：室蘭。 

火山性微動と推定される震動を広範囲で観測(北大)。28,31 

1990(平成 2)年 地震・火山性微

動 

4 月 3、6 日に地震あり、7 日には短時間に西山麓(旧 A 点)で 49

回群発。28,29 7 日に低周波地震、火山性微動も観測(北大)。
32 

▲1996(平成 8)年 20 小規模：水蒸気

噴火 20,21 

3 月 5 日噴火前に地震 5 回。28,29 

3 月 5 日小規模噴火：火砕物降下。18：10 頃から約 6 分間の火

山性微動を観測。昭和 4 年火口内に「96 年主火口」、昭和 4

年火口の南側火口原に延長約 200m の「96 年南火口列」生成。

総噴出物量 12 万ﾄﾝ。(VEI1)20,21,28,29 

3 月 9 日噴煙増加、火口上 1000m。28,29 

年代 現象 活動経過・被害状況等 

▲1924(大正 13)年 5 水蒸気噴火 5 7 月 31 日 8:00 頃より度々鳴動し、8:30 頃小爆音と共に黒煙を

上げ、高さ約 250m に達した。5,26 

▲1929(昭和 4)年
1,5,8,11,14,19,26 

大規模：マグマ噴

火、（泥流発生）
1,5,7,8,14,19 

6 月 17 日 0：30 頃から噴火が始まり(函館測候所で、0：26 か

ら約 8 分間微動を記録)、次第に降灰が盛んになり 10：00 頃

鳴動を伴い大噴火。11：00 の噴煙高度 13900m。午後から火

砕流流下。噴石、降下軽石、火砕流、火山ガスによる被害は

8 町村に及び、家屋の焼失、全半壊、埋没など 1915 余り、山

林耕地の被害多く、死者 2 名、負傷者 4 名、牛馬の死 136 頭。

同日 23：00 過ぎには急速に活動が衰え、19 日にはほぼ平常

に復し、21 日活動停止。昭和 4 年火口、繭(まゆ)型火口、瓢

(ひさご)型火口生成。 

総噴出物量 0.34km3、マグマ噴出量 0.14DREkm3。（VEI4）5,7 

9 月 6 日噴煙増加。鳴動もあり。1,5,7,8,11,14,19,22,26 

1934(昭和 9)年 鳴動 9 月 29 日昼から夜にかけて数回鳴動。5 

1935(昭和 10)年 鳴動・噴煙 10 月 14 日に鳴動。15 日噴煙増加。5 

▲1937(昭和 12)年 5 水蒸気噴火 5,8,12 3 月 17、19 日小噴火：昭和 4 年火口底が吹き飛ばされて桶状と

なる。5,8,12 

1938(昭和 13)年 地震・噴気 2～4 月、小地震頻発、噴気活動活発。5 

1939(昭和 14)年 噴煙 4 月 5 日、9 月 28 日噴煙増加。27 

▲1942(昭和 17)年
4,5,9,17 

中規模：水蒸気噴

火→マグマ水蒸

気噴火→水蒸気

噴火,（泥流発生）
4,5,9,17 

火砕サージ→火砕物降下、泥流。 

11 月 16 日 8：00 頃、鳴動と共に噴火が始まり、噴煙高度は海

抜 8000m。小規模な火砕サージも発生した。火山レキや火山

灰は東南東方向に降下し、堆積物の厚さは鹿部で 2cm 以上に

達した。山頂火口原に長さ約 1.8km の大亀裂(割れ目)生成。

18 日にも小噴火。泥流は山頂火口原割れ目火口列東方で 11

月 16～20 日の間に発生した。 

総噴出物量 0.002～0.003km3。(マグマ噴出量は微量)4,5,9,17

（VEI2）。 

1943(昭和 18)年 噴煙 噴煙増加：1 月 30 日火口上 1000m。4 月 16 日火口上 1500m。27

1947(昭和 22)年 噴煙 噴煙増加：2 月 14 日火口上 1800m。11 月 9 日火口上 1300m。 

1949(昭和 24)年 噴煙 噴煙増加：4 月 26 日火口上 1200m。27 

1954(昭和 29)年 噴煙 噴煙増加：4 月 3 日火口上 1200m。 

1967(昭和 42)年 地震 地震群発：横津岳周辺で群発地震、12 月 9 日震度 1：函館・大

沼。12 月 16 日震度 2：鹿部、震度 1：森、大野。28 

1969(昭和 44)年～

1971(昭和 46)年 

地震 地震群発：1969 年 10 月～1971 年 5 月横津岳周辺で群発地震、

1970 年 2 月 8 日震度 3：函館。1971 年 5 月 17 日震度 2：函館。
28 

282

（18. 北海道駒ヶ岳）
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噴火年代 噴火場所 噴火様式 主な現象・マグマ噴出量 

6.8ka25 山頂？5,8 マグマ噴火
5,8,13,25 

Ko-g噴火：火砕物降下、火砕流。5,8,13,25 

マグマ噴出量は1.2DREkm3。（VEI5）13,25 

6.5←→6.3ka25 山頂？25 マグマ噴火
25 

P1,P2噴火：火砕流。 

マグマ噴出量は0.05DREkm3。（VEI4）25 

6.3ka15 山頂？5,8 マグマ噴火
5,8 

Ko-f噴火：火砕物降下・火砕流。5,8 直下土壌の年代。 

マグマ噴出量は0.3DREkm3。（VEI5）25 

※噴火イベントの年代、噴火場所、噴火様式等については、(独)産業技術総合研究所の活火山データベー

ス(工藤・星住, 2006-)を参考とした。なお、年代は暦年代で示す。表中の「ka」は「1000 年前」を意

味し、西暦 2000 年を 0 ka として示した。 

A←→B：A 年から B 年までの間のどこかで起こった噴火イベント 

 

�������������������� 

 

年代 現象 活動経過・被害状況等 

▲1640(寛永 17)年
5,8,23 

大規模：(岩屑なだ

れ)→マグマ噴火
5,7,8,23,24 

7 月 31 日大規模噴火：山鳴り激しく、昼頃山頂部が一部崩壊し

岩屑なだれが大沼と内浦湾になだれ込み津波発生、沿岸で 700

余名が溺死。山体崩壊と同時に火砕流(ブラスト)発生。山体

崩壊後 8 月 2 日まで軽石・火山灰を激しく噴出し、降灰、火

砕流が発生。活動は 8 月下旬まで続く。出来澗(できま)崎形

成。大沼、小沼ほぼ現在の姿となる。 

総噴出物量 2.9km3、マグマ噴出量は 1.1DREkm3。（VEI5）。岩屑

なだれの体積は大沼側 0.3km3、鹿部側 1.42～1.70km3。
5,7,8,22,23,24 

▲1694(元禄 7)年
2,6,8 

大規模：マグマ噴

火 2,5,7,8 

8 月 24 日大規模噴火：朝より 26 日まで、地震・火山雷を伴う

噴火。軽石降下、火砕流発生。 

総噴出物量 0.36km3、マグマ噴出量 0.14DREkm3。（VEI4）2,5,6,7,8

1765(明和 2)年
5,18 

小噴火？ (古老伝説)。 

1788(天明 8)年 噴煙 (江差郷土史)。 

▲1856(安政 3)年
5,8 

大規模：マグマ噴

火 5,7,8 

9 月 23 日大規模噴火：鳴動あり、25 日早朝 山麓で地震頻発し、

9：00 頃 激しい噴火始まる。東麓の鹿部・本別の両地域で

は降下軽石のため死者 2 名、負傷者多数、17 家屋が焼失。南

東麓の留ノ湯では火砕流に襲われ、死者 19～27 名。噴火は当

日夕方までにほとんど終わり、その後約 1 か月間小噴火が

時々起きる。安政火口生成。 

総噴出物量 0.21km3、マグマ噴出量 0.08DREkm3。（VEI4）5,7,8,22

▲1888(明治 21)年 5 水蒸気噴火 5,8 小噴火(官報、函館新聞)。5,6,8,26 

▲1905(明治 38)年 5 水蒸気噴火→（泥

流発生）5,8,22 

 

8 月 17 日・18 日の両日に鳴動があり 19 日朝小噴火。安政火口

の南側に新爆裂火口(明治火口)が開かれる。 

21～23 日にかけても噴火し、22 日には押出沢で大雨による

二次泥流が発生､農作物に多少の被害があった。5,8,22,26 

▲1919(大正 8)年 5 水蒸気噴火 5 6 月 16 日に地震(函館測候所 15：54)、鳴動あり、17 日小噴火、

以後 7 月 26 日まで数回の噴火。5,26 

1922(大正 11)年 火山活動？ 5 月 22 日、多少火山活動に異常を呈する程度。(詳細不明)5,26 

▲1923(大正 12)年 5 水蒸気噴火 5 2 月 27 日 7：00 頃、突然噴火し､砂原村においては鳴動を聞き、

山麓西方に少量の降灰があった。 

3 月 15 日 14：10 頃､遠雷のごとき音響を発すると共に黒煙をあ

げた。5,26 
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1979(昭和 54)年 噴煙 1 月 21 日を最後に(1996 年 3 月の噴火まで)森測候所からの遠

望観測で噴煙が観測されなくなった。28,29 

6 月 13 日短時間に 22 回の地震群発。28,29 1983(昭和 58)年 地震・熱 

10 月瓢形火口の地中温度やや上昇。28,29 

1987(昭和 62)年 熱活動 昭和 17 年火口の温度が下降傾向から上昇傾向に反転。 

1989(平成元)年 地震・火山性微

動 

12 月 30 日駒ヶ岳の北約 5km の砂原付近で地震群発、西山麓(旧

A 点)で 20 回。最大 M3.4、震度 3：森、震度 1：室蘭。 

火山性微動と推定される震動を広範囲で観測(北大)。28,31 

1990(平成 2)年 地震・火山性微

動 

4 月 3、6 日に地震あり、7 日には短時間に西山麓(旧 A 点)で 49

回群発。28,29 7 日に低周波地震、火山性微動も観測(北大)。
32 

▲1996(平成 8)年 20 小規模：水蒸気

噴火 20,21 

3 月 5 日噴火前に地震 5 回。28,29 

3 月 5 日小規模噴火：火砕物降下。18：10 頃から約 6 分間の火

山性微動を観測。昭和 4 年火口内に「96 年主火口」、昭和 4

年火口の南側火口原に延長約 200m の「96 年南火口列」生成。

総噴出物量 12 万ﾄﾝ。(VEI1)20,21,28,29 

3 月 9 日噴煙増加、火口上 1000m。28,29 

年代 現象 活動経過・被害状況等 

▲1924(大正 13)年 5 水蒸気噴火 5 7 月 31 日 8:00 頃より度々鳴動し、8:30 頃小爆音と共に黒煙を

上げ、高さ約 250m に達した。5,26 

▲1929(昭和 4)年
1,5,8,11,14,19,26 

大規模：マグマ噴

火、（泥流発生）
1,5,7,8,14,19 

6 月 17 日 0：30 頃から噴火が始まり(函館測候所で、0：26 か

ら約 8 分間微動を記録)、次第に降灰が盛んになり 10：00 頃

鳴動を伴い大噴火。11：00 の噴煙高度 13900m。午後から火

砕流流下。噴石、降下軽石、火砕流、火山ガスによる被害は

8 町村に及び、家屋の焼失、全半壊、埋没など 1915 余り、山

林耕地の被害多く、死者 2 名、負傷者 4 名、牛馬の死 136 頭。

同日 23：00 過ぎには急速に活動が衰え、19 日にはほぼ平常

に復し、21 日活動停止。昭和 4 年火口、繭(まゆ)型火口、瓢

(ひさご)型火口生成。 

総噴出物量 0.34km3、マグマ噴出量 0.14DREkm3。（VEI4）5,7 

9 月 6 日噴煙増加。鳴動もあり。1,5,7,8,11,14,19,22,26 

1934(昭和 9)年 鳴動 9 月 29 日昼から夜にかけて数回鳴動。5 

1935(昭和 10)年 鳴動・噴煙 10 月 14 日に鳴動。15 日噴煙増加。5 

▲1937(昭和 12)年 5 水蒸気噴火 5,8,12 3 月 17、19 日小噴火：昭和 4 年火口底が吹き飛ばされて桶状と

なる。5,8,12 

1938(昭和 13)年 地震・噴気 2～4 月、小地震頻発、噴気活動活発。5 

1939(昭和 14)年 噴煙 4 月 5 日、9 月 28 日噴煙増加。27 

▲1942(昭和 17)年
4,5,9,17 

中規模：水蒸気噴

火→マグマ水蒸

気噴火→水蒸気

噴火,（泥流発生）
4,5,9,17 

火砕サージ→火砕物降下、泥流。 

11 月 16 日 8：00 頃、鳴動と共に噴火が始まり、噴煙高度は海

抜 8000m。小規模な火砕サージも発生した。火山レキや火山

灰は東南東方向に降下し、堆積物の厚さは鹿部で 2cm 以上に

達した。山頂火口原に長さ約 1.8km の大亀裂(割れ目)生成。

18 日にも小噴火。泥流は山頂火口原割れ目火口列東方で 11

月 16～20 日の間に発生した。 

総噴出物量 0.002～0.003km3。(マグマ噴出量は微量)4,5,9,17

（VEI2）。 

1943(昭和 18)年 噴煙 噴煙増加：1 月 30 日火口上 1000m。4 月 16 日火口上 1500m。27

1947(昭和 22)年 噴煙 噴煙増加：2 月 14 日火口上 1800m。11 月 9 日火口上 1300m。 

1949(昭和 24)年 噴煙 噴煙増加：4 月 26 日火口上 1200m。27 

1954(昭和 29)年 噴煙 噴煙増加：4 月 3 日火口上 1200m。 

1967(昭和 42)年 地震 地震群発：横津岳周辺で群発地震、12 月 9 日震度 1：函館・大

沼。12 月 16 日震度 2：鹿部、震度 1：森、大野。28 

1969(昭和 44)年～

1971(昭和 46)年 

地震 地震群発：1969 年 10 月～1971 年 5 月横津岳周辺で群発地震、

1970 年 2 月 8 日震度 3：函館。1971 年 5 月 17 日震度 2：函館。
28 

283

（18. 北海道駒ヶ岳）

活火山総覧_第4版_01巻_p0031_p0557_本文_北海道東北.indd   283 13.1.31   8:36:10 PM



(18.北海道駒ヶ岳) 

 8

 

5 月 14 日明治火口北西壁中部に新たな噴気確認(1996 年 3 月の噴火直

後以来)。繭型火口付近に新噴気孔確認。いずれも噴出物の痕跡は

認められず。16,29 

▲1998(平成 10)年 3 

 

噴気活動 

熱活動 

 

7 月 30～31 日 96 年南火口列東側地熱で温度やや上昇、地熱域拡大。

 小規模：水

蒸気噴火 3 

10 月 25 日小規模噴火：火砕物降下。9 時 12 分から約 6 分間の火山性

微動を観測。噴火直後の噴煙高度は 1200m に達し、東南東方向約

10km の範囲まで微量の降灰。昭和 4 年火口内に｢98 年火口｣生成。

総噴出物量 5 万ﾄﾝ。（VEI1）。3,28,16,30 

1999(平成 11)年 火山性微動 3 月 1 日微動：約 1 分間の火山性微動を観測。表面現象に異常なし。
16,30 

火山性微動 3 月 12 日約 1 分間の火山性微動を観測。表面現象に異常なし。16,30 

噴気 

 

7 月 19～21 日昭和 4 年火口内の噴気が春の現地観測と比べて量･勢い

共に増大(96 年主火口、98 年火口共)。16 

噴気 

 

8 月 7～9 日昭和 4 年火口の噴煙が通常より多くなり、高さの最高は

火口上 400m(白色、9 日)に達したが、有色噴煙や火山性地震･微動

は観測されなかった。また、9 日午後に実施した臨時現地観測でも

火口周辺に異常は認められなかった。30 

地震 

 

8 月 11 日 22:47 規模の大きな地震。森町上台町で震度 3、八雲町上の

湯で震度 1。震源は駒ヶ岳の北北西約 10km の内浦湾。M3.4。30 

小規模：水

蒸気噴火
10,16 

 

9 月 4 日小規模噴火。22:14 から約 10 分間の火山性微動を観測。噴火

直後の噴煙状況は夜間のため確認できなかったが、5 日 5：00 には

火口上 500m の高さの白色噴煙を確認した。火山灰は北西方向に分

布し、昭和 4 年火口から約 11km の範囲まで微量の降灰。火口原の

火山灰・レキは最大 40cm 堆積、人頭大の噴石多数、長径 1m 以上の

岩塊も見られた(道立地質研究所、森測候所)。 

総噴出物量 10 万ﾄﾝ。（VEI1）10,16,30 

水蒸気噴火
10,16 

 

9 月 12 日ごく小規模な噴火。22:12 から約 3 分間の火山性微動を観測。

噴煙は白色で高さは火口上 700m。聞き取り調査の結果、降灰や表

面現象の異常は確認されなかった(後日森測候所により火口周辺で

微量の降灰確認)。10,16,30 

水蒸気噴火
10,16 

 

9 月 28 日小規模噴火。13:56 から約 8 分間の火山性微動を観測。噴火

直後の噴煙状況は雲のため確認できなかったが、南東山麓の東大沼

地区など、昭和 4 年火口から約 10km の範囲で微量の降灰があった。

火山灰の厚さは火口近傍で 2cm 程度。10,16,30 

水蒸気噴火
10,16 

 

10 月 24 日ごく小規模な噴火。0:01 から約 3 分間の火山性微動を観測。

微動観測時から噴煙活動が活発となり、火口上 2000m 以上に達した

(量、色不明)。聞き取り調査や周辺自治体の調査によると、山麓で

は降灰は確認されなかった。また機上観測でも火口周辺に新たな噴

出物は認められなかったが、24 日午後、森測候所、道立地質研究

所などが実施した現地調査の結果、火口原馬ノ背付近までの範囲に

新たな微量の火山灰が確認された。10,16,30 

小規模：水

蒸気噴火
10,16 

10 月 28 日小規模噴火。2:43 から約 9 分間の火山性微動を観測。噴煙

は火口上 2000m 以上に達した(量、色不明)。降灰は鹿部町を中心に

東方向に分布し、昭和 4 年火口から約 17km の南茅部町岩戸地区ま

で微量の降灰。29 日の北大の調査によると、最大径約 4.5m の噴石

やサージ堆積物が認められた。噴出物量 3 万ﾄﾝ。（VEI1）10,16,30 

火山性微動 11 月 1 日山頂の臨時観測点にのみ記録される程度の小さな微動が 3

回発生。継続時間はそれぞれ 30 秒程度。 

火山性微動 11 月 4 日継続時間約 2 分の火山性微動を観測。それ以外にも小さな

類似波形あり。北大の総合観測井では同時間帯に傾斜変動を観測。

表面現象に異常はなかった。30 

火山性微動 11 月 5 日山頂の臨時観測点にのみ記録される程度の小さな微動。継

続時間 30 秒程度。 

▲2000(平成 12)年
10,16 

水蒸気噴火
10,16 

11 月 8 日小規模噴火。7:38 から約 9 分間の火山性微動を観測。噴火

時の噴煙は火口上 2000m 以上に達した(量、色不明)。火山灰は東～

東南東に分布し、昭和 4 年火口から約 12km の鹿部漁港付近までご

く微量の降灰。10,16,30 

年代 現象 活動経過・被害状況等 
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年代 現象 活動経過・被害状況等 

2001(平成 13)年 微動・地殻

変動 

1 月 17 日 13:29 から継続時間約 1 分の火山性微動を観測。噴煙は雲

のため不明。西山麓(旧 A 点)の傾斜計では火山性微動と同時に山下

がり→山上がりの変動を観測した。16 

2002(平成 14)年 地震 2 月 19 日、駒ヶ岳東麓のやや深い所で M3 クラス含む地震がまとまっ

て発生したほか、2～3 月にかけ地震活動がやや活発化。 

※噴火イベントの年代、噴火場所、噴火様式等については、（独）産業技術総合研究所の活火山データベー

ス(工藤・星住, 2006-)を参考に、文献の追記を行った。 
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5 月 14 日明治火口北西壁中部に新たな噴気確認(1996 年 3 月の噴火直

後以来)。繭型火口付近に新噴気孔確認。いずれも噴出物の痕跡は

認められず。16,29 

▲1998(平成 10)年 3 

 

噴気活動 

熱活動 

 

7 月 30～31 日 96 年南火口列東側地熱で温度やや上昇、地熱域拡大。

 小規模：水

蒸気噴火 3 

10 月 25 日小規模噴火：火砕物降下。9 時 12 分から約 6 分間の火山性

微動を観測。噴火直後の噴煙高度は 1200m に達し、東南東方向約

10km の範囲まで微量の降灰。昭和 4 年火口内に｢98 年火口｣生成。

総噴出物量 5 万ﾄﾝ。（VEI1）。3,28,16,30 

1999(平成 11)年 火山性微動 3 月 1 日微動：約 1 分間の火山性微動を観測。表面現象に異常なし。
16,30 

火山性微動 3 月 12 日約 1 分間の火山性微動を観測。表面現象に異常なし。16,30 

噴気 

 

7 月 19～21 日昭和 4 年火口内の噴気が春の現地観測と比べて量･勢い

共に増大(96 年主火口、98 年火口共)。16 

噴気 

 

8 月 7～9 日昭和 4 年火口の噴煙が通常より多くなり、高さの最高は

火口上 400m(白色、9 日)に達したが、有色噴煙や火山性地震･微動

は観測されなかった。また、9 日午後に実施した臨時現地観測でも

火口周辺に異常は認められなかった。30 

地震 

 

8 月 11 日 22:47 規模の大きな地震。森町上台町で震度 3、八雲町上の

湯で震度 1。震源は駒ヶ岳の北北西約 10km の内浦湾。M3.4。30 

小規模：水

蒸気噴火
10,16 

 

9 月 4 日小規模噴火。22:14 から約 10 分間の火山性微動を観測。噴火

直後の噴煙状況は夜間のため確認できなかったが、5 日 5：00 には

火口上 500m の高さの白色噴煙を確認した。火山灰は北西方向に分

布し、昭和 4 年火口から約 11km の範囲まで微量の降灰。火口原の

火山灰・レキは最大 40cm 堆積、人頭大の噴石多数、長径 1m 以上の

岩塊も見られた(道立地質研究所、森測候所)。 

総噴出物量 10 万ﾄﾝ。（VEI1）10,16,30 

水蒸気噴火
10,16 

 

9 月 12 日ごく小規模な噴火。22:12 から約 3 分間の火山性微動を観測。

噴煙は白色で高さは火口上 700m。聞き取り調査の結果、降灰や表

面現象の異常は確認されなかった(後日森測候所により火口周辺で

微量の降灰確認)。10,16,30 

水蒸気噴火
10,16 

 

9 月 28 日小規模噴火。13:56 から約 8 分間の火山性微動を観測。噴火

直後の噴煙状況は雲のため確認できなかったが、南東山麓の東大沼

地区など、昭和 4 年火口から約 10km の範囲で微量の降灰があった。

火山灰の厚さは火口近傍で 2cm 程度。10,16,30 

水蒸気噴火
10,16 

 

10 月 24 日ごく小規模な噴火。0:01 から約 3 分間の火山性微動を観測。

微動観測時から噴煙活動が活発となり、火口上 2000m 以上に達した

(量、色不明)。聞き取り調査や周辺自治体の調査によると、山麓で

は降灰は確認されなかった。また機上観測でも火口周辺に新たな噴

出物は認められなかったが、24 日午後、森測候所、道立地質研究

所などが実施した現地調査の結果、火口原馬ノ背付近までの範囲に

新たな微量の火山灰が確認された。10,16,30 

小規模：水

蒸気噴火
10,16 

10 月 28 日小規模噴火。2:43 から約 9 分間の火山性微動を観測。噴煙

は火口上 2000m 以上に達した(量、色不明)。降灰は鹿部町を中心に

東方向に分布し、昭和 4 年火口から約 17km の南茅部町岩戸地区ま

で微量の降灰。29 日の北大の調査によると、最大径約 4.5m の噴石

やサージ堆積物が認められた。噴出物量 3 万ﾄﾝ。（VEI1）10,16,30 

火山性微動 11 月 1 日山頂の臨時観測点にのみ記録される程度の小さな微動が 3

回発生。継続時間はそれぞれ 30 秒程度。 

火山性微動 11 月 4 日継続時間約 2 分の火山性微動を観測。それ以外にも小さな

類似波形あり。北大の総合観測井では同時間帯に傾斜変動を観測。

表面現象に異常はなかった。30 

火山性微動 11 月 5 日山頂の臨時観測点にのみ記録される程度の小さな微動。継

続時間 30 秒程度。 

▲2000(平成 12)年
10,16 

水蒸気噴火
10,16 

11 月 8 日小規模噴火。7:38 から約 9 分間の火山性微動を観測。噴火

時の噴煙は火口上 2000m 以上に達した(量、色不明)。火山灰は東～

東南東に分布し、昭和 4 年火口から約 12km の鹿部漁港付近までご

く微量の降灰。10,16,30 

年代 現象 活動経過・被害状況等 

(18.北海道駒ヶ岳) 

 

 
年代 現象 活動経過・被害状況等 

2001(平成 13)年 微動・地殻

変動 

1 月 17 日 13:29 から継続時間約 1 分の火山性微動を観測。噴煙は雲

のため不明。西山麓(旧 A 点)の傾斜計では火山性微動と同時に山下

がり→山上がりの変動を観測した。16 

2002(平成 14)年 地震 2 月 19 日、駒ヶ岳東麓のやや深い所で M3 クラス含む地震がまとまっ

て発生したほか、2～3 月にかけ地震活動がやや活発化。 

※噴火イベントの年代、噴火場所、噴火様式等については、（独）産業技術総合研究所の活火山データベー

ス(工藤・星住, 2006-)を参考に、文献の追記を行った。 
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全岩化学組成 

 

図 18-4 全岩化学組成のハーカー図（吉本・他,2008 を改変） 

 

 

噴火年代－累積噴出量 

 
図 18-5 噴火年代－累積噴出量 (吉本・他, 2008) 
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(北海道社会事業協会,1937) 

(神津･他,1932) 
図 18-6 噴火の推移、降灰石の区域と深度分布,噴出物分布（駒ヶ岳火山防災会議協議会,1998） 
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図 18-5 噴火年代－累積噴出量 (吉本・他, 2008) 

(18.北海道駒ヶ岳) 

 11

��火山�� 

(勝井･他,1975) 

(北海道社会事業協会,1937) 

(神津･他,1932) 
図 18-6 噴火の推移、降灰石の区域と深度分布,噴出物分布（駒ヶ岳火山防災会議協議会,1998） 
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図 18-7 駒ヶ岳火口原内の地形変化 

1929 年噴火前の地形図（熱海・岸上,1931）に新火口（Ⅰ～Ⅲ）を赤色で記入 

 

 

図 18-8 1904 年～1934 年の垂直変動の分布（単位は mm）（中村,1935） 

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

(18.北海道駒ヶ岳) 

 13

 

図 18-9 1996 年噴火による火口近傍の降灰分布（宇井･他,1997a） 

 

 
図 18-10 1996 年噴火時に観測された伸縮計および地震計記録 

（北海道大学理学部附属有珠火山観測所,1996） 
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図 18-9 1996 年噴火による火口近傍の降灰分布（宇井･他,1997a） 

 
図 18-10 1996 年噴火時に観測された伸縮計および地震計記録 

（北海道大学理学部附属有珠火山観測所,1996） 

小噴火に対応して地震計には噴火微動と群発地震が，伸縮計（N131°E 方向）には 1.6×10-8 の伸びと 

0.5×10-8 の永久収縮ひずみで特徴づけられる長周期パルス変動が観測された． 
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図 18-11 1996 年噴火時の噴火微動と地震群（北海道大学理学部附属有珠火山観測所,1996） 

 

 
図 18-12 1998 年から 2000 年 9 月までの 3 回の噴火による降灰分布（中川･他,2001） 

(18.北海道駒ヶ岳) 

 15

 
図 18-13 2000 年 10 月 28 日と 11 月 8 日の噴火による降灰分布（中川･他,2001） 

 

 

��の噴火に��る����� 

1929 年マグマ噴火の 1週間前に局所的な有感地震、無感地震の発生があった。近年の水蒸

気噴火においては、噴火の 10 年程度前から山頂火口原内での僅かな膨張、噴火直前に火口

原直下浅部で微小地震の増加がみられたことがある。また、噴火の数ヶ月前から噴煙活動が

活発化したこともある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 18-14 南西山麓の水準測量による観測結果(北海道大学理学部付属有珠火山観測所,1996) 

上：比高変化(1985 年～1996 年) 右下：水準路線図 
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図 18-15 山頂部の辺長測量による観測結果(北海道大学理学部附属有珠火山観測所,1996) 

上：辺長変化（1984 年～1996 年） 左下：辺長図 

 

 
図 18-16 1996 年 3 月 5 日噴火の直前に観測された微小地震の回数 

（北海道大学理学部附属有珠火山観測所,1997） 

 

 

図 18-17 2000 年 9 月以降の噴火活動前に観測された昭和 4 年火口からの噴煙高度の変化（↑：噴火） 

(18.北海道駒ヶ岳) 

 17

�年���活動 

�活動経過図 

 
図 18-18 活動経過(1957～2012 年 6 月) 
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����地震の震源分布  

 
図 18-19 震源分布図（2002 年 11 月～2012 年 6 月 30 日） 

＋印は観測点を示す 

�地震活動 

 
図 18-20 広域地震観測網による浅部の地震活動（青）及び深部低周波地震活動（赤） 

（1997 年 10 月～2012 年 6 月 30 日） 

(18.北海道駒ヶ岳) 

 19

地�構造 

 
図 18-21 人工地震探査データの解析で得られた速度構造モデル（Onizawa et al.,2009 を和訳) 
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(18.北海道駒ヶ岳) 

 1

�������� 

①火山防災協議会 

火山防災協議会の名称 設置 最近の主な活動の内容

駒ヶ岳火山防災会議協議会 1980.10.8

・合同会議（駒ヶ岳自然休養林保護管理協議会
・駒ヶ岳火山防災会議協議会）において、駒ヶ岳の入山等について検討。
・幹事会において、前年度事業報告・収支決算報告、年間事業計画案・
 予算案承認。
 登山規制の緩和について周知。
・防災担当課長・防災担当者会議において、以下の取組を実施。
　調査登山年1回
　住民等への啓発事業（火山勉強会登山年1回、火山防災講演会年1回）降灰調査
　研修会・降灰調査実動訓練（隔年）
・北海道ヘリコプターによる駒ヶ岳火山活動状況調査視察（年1回）について、日程
 の調整等含めた協議。
・テレビ会議システムによるテレビ会議（毎月　火山活動解説及び情報交換
 （各種行事の調整）、 降灰調査実働訓練時、他必要時）

左に挙げた以外の構成機関

■関係機関
（国）渡島森林管理署
（道）渡島総合振興局産業振興部・保健環境部
（警察・消防）森警察署、函館中央警察署、森町消防本部、南渡島消防事務組合、
　函館市消防本部
（その他）渡島医師会、ＮＴＴ東日本北海道函館支店、北海道電力函館支店、
 ＪＲ北海道函館支社

関係都道府県

火山防災協議会のコアグループに相当する機関 （※◎は事務局）

■道（防災部局）
　渡島総合振興局
■市町村
　函館市、森町◎、鹿部町、七飯町
■気象台
　函館海洋気象台
■砂防部局
（国）函館開発建設部
（道）渡島総合振興局函館建設管理部
■火山専門家等
　―

北海道

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　構　　成　　機　　関

 

 

②火山ハザードマップ等 

駒ヶ岳火山防災ハンドブック 平成 22 年 3 月 駒ヶ岳火山防災会議協議会 

http://www.town.hokkaido-mori.lg.jp/sections/bosai/komagatake/post_8.html 

 

  

(18.北海道駒ヶ岳) 

 21

③噴火警戒レベル表（2007（平成 19）年 12 月 1 日運用開始） 
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�������� 

①火山防災協議会 

火山防災協議会の名称 設置 最近の主な活動の内容

駒ヶ岳火山防災会議協議会 1980.10.8

・合同会議（駒ヶ岳自然休養林保護管理協議会
・駒ヶ岳火山防災会議協議会）において、駒ヶ岳の入山等について検討。
・幹事会において、前年度事業報告・収支決算報告、年間事業計画案・
 予算案承認。
 登山規制の緩和について周知。
・防災担当課長・防災担当者会議において、以下の取組を実施。
　調査登山年1回
　住民等への啓発事業（火山勉強会登山年1回、火山防災講演会年1回）降灰調査
　研修会・降灰調査実動訓練（隔年）
・北海道ヘリコプターによる駒ヶ岳火山活動状況調査視察（年1回）について、日程
 の調整等含めた協議。
・テレビ会議システムによるテレビ会議（毎月　火山活動解説及び情報交換
 （各種行事の調整）、 降灰調査実働訓練時、他必要時）

左に挙げた以外の構成機関

■関係機関
（国）渡島森林管理署
（道）渡島総合振興局産業振興部・保健環境部
（警察・消防）森警察署、函館中央警察署、森町消防本部、南渡島消防事務組合、
　函館市消防本部
（その他）渡島医師会、ＮＴＴ東日本北海道函館支店、北海道電力函館支店、
 ＪＲ北海道函館支社

関係都道府県

火山防災協議会のコアグループに相当する機関 （※◎は事務局）

■道（防災部局）
　渡島総合振興局
■市町村
　函館市、森町◎、鹿部町、七飯町
■気象台
　函館海洋気象台
■砂防部局
（国）函館開発建設部
（道）渡島総合振興局函館建設管理部
■火山専門家等
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北海道

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　構　　成　　機　　関

 

 

②火山ハザードマップ等 

駒ヶ岳火山防災ハンドブック 平成 22 年 3 月 駒ヶ岳火山防災会議協議会 

http://www.town.hokkaido-mori.lg.jp/sections/bosai/komagatake/post_8.html 

 

  

(18.北海道駒ヶ岳) 

 1

③噴火警戒レベル（2007（平成 19）年 12 月 1 日運用開始） 
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(18.北海道駒ヶ岳) 

 23

④主な火山情報の発表状況 

（1965 年 1 月 1 日の情報発表業務開始以降 2007 年 11 月 30 日まで） 

 

 

 

 

情報の種類 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76

火山情報（臨時） － － － － － － － － － － － －

情報の種類 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88

火山活動情報※1  － － － － － － － － － － －

臨時火山情報※1 － － － － － － － － － － － －

情報の種類 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00

緊急火山情報※2 － － － － － － － － － － － －

臨時火山情報 － － － － － － － 4 － 1 － 10

火山観測情報※2     － － － 49 － 9 1 34

情報の種類 01 02 03 04 05 06 07

緊急火山情報 － － － － － － －

臨時火山情報 － － － － － － －

火山観測情報 2 － － － － － －
 

※1 昭和 53（1978）年 12 月 20 日、火山活動情報、臨時火山情報、定期火山情報の 3種類の火山情報の発

表業務を開始。従来は火山情報（定期または臨時）を発表。 

※2 平成 5（1993）年５月 11 日、火山活動情報を緊急火山情報と改正。火山観測情報を新設。 

※ 平成 14（2002）年３月、常時観測火山だけで定期的に発表していた定期火山情報は廃止し、火山活動

解説資料に発展解消。  

 

⑤噴火警報等の発表状況 

（2007 年 12 月 1 日の噴火警報及び噴火予報の運用開始以降 2012 年 12 月 31 日現在まで） 

・噴火予報・警報 

※1 噴火警報及び噴火予報の発表開始に伴う発表 ※2 噴火警戒レベルの運用開始に伴う発表 

 

・火山の状況に関する解説情報の発表状況 

発表はなし。 

 
⑥避難実績及び入山規制等の実績 

 避難状況 

・1929 年（昭和 4 年）の噴火での避難 
昭和 4 年の大噴火の際、6 月 17～20 日までの 4 日間、森町内（当時）の祐専寺、竜光寺、一

妙寺、町長住宅、森警察署道場、森川青年会館、霊鷲院、石谷小学校、松浪半蔵宅（本茅部）
の 9 ヶ所に延べ 6,780 人が避難した（昭和 55 年 3 月 15 日森町史から）。 

 
・登山規制の状況（2011 年 9 月 20 日現在） 
・現在の登山規制 

山頂から半径 4km 以内の入山規制中 

年月日 警報・予報 対象市町村等 内容 

2007（平成 19）年

12 月 1 日 10:08 

噴火予報※1※2 

（噴火警戒レベル1、平常）

北海道渡島支庁

森町、七飯町、鹿

部町 

火山活動は静穏。 

火口内で噴気、火山ガスの噴出等が見ら

れる。火口内等では警戒必要。 
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火山情報（臨時） － － － － － － － － － － － －

情報の種類 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88

火山活動情報※1  － － － － － － － － － － －

臨時火山情報※1 － － － － － － － － － － － －

情報の種類 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00

緊急火山情報※2 － － － － － － － － － － － －

臨時火山情報 － － － － － － － 4 － 1 － 10

火山観測情報※2     － － － 49 － 9 1 34

情報の種類 01 02 03 04 05 06 07

緊急火山情報 － － － － － － －

臨時火山情報 － － － － － － －

火山観測情報 2 － － － － － －
 

※1 昭和 53（1978）年 12 月 20 日、火山活動情報、臨時火山情報、定期火山情報の 3種類の火山情報の発

表業務を開始。従来は火山情報（定期または臨時）を発表。 

※2 平成 5（1993）年５月 11 日、火山活動情報を緊急火山情報と改正。火山観測情報を新設。 

※ 平成 14（2002）年３月、常時観測火山だけで定期的に発表していた定期火山情報は廃止し、火山活動

解説資料に発展解消。  

 

⑤噴火警報等の発表状況 

（2007 年 12 月 1 日の噴火警報及び噴火予報の運用開始以降 2012 年 12 月 31 日現在まで） 

・噴火予報・警報 

※1 噴火警報及び噴火予報の発表開始に伴う発表 ※2 噴火警戒レベルの運用開始に伴う発表 

 

・火山の状況に関する解説情報の発表状況 

発表はなし。 

 
⑥避難実績及び入山規制等の実績 

 避難状況 

・1929 年（昭和 4 年）の噴火での避難 
昭和 4 年の大噴火の際、6 月 17～20 日までの 4 日間、森町内（当時）の祐専寺、竜光寺、一

妙寺、町長住宅、森警察署道場、森川青年会館、霊鷲院、石谷小学校、松浪半蔵宅（本茅部）
の 9 ヶ所に延べ 6,780 人が避難した（昭和 55 年 3 月 15 日森町史から）。 

 
・登山規制の状況（2011 年 9 月 20 日現在） 
・現在の登山規制 

山頂から半径 4km 以内の入山規制中 

年月日 警報・予報 対象市町村等 内容 

2007（平成 19）年

12 月 1 日 10:08 

噴火予報※1※2 

（噴火警戒レベル1、平常）

北海道渡島支庁

森町、七飯町、鹿

部町 

火山活動は静穏。 

火口内で噴気、火山ガスの噴出等が見ら

れる。火口内等では警戒必要。 
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・過去の登山規制履歴 
年月日 規制状況 

1996 年 3 月 5 日～ 

1997 年 5 月 31 日 

全面登山禁止 

1997 年 6 月 1 日～ 

1998 年 10 月 25 日 

全面登山禁止 

[ただし、下記期間の 08:00～18:00 に限り、一部規制を解除（山頂火口原の立入禁

止は継続）] 

1997 年 6 月 1 日～1997 年 11 月 30 日 

1998 年 6 月 1 日～1998 年 10 月 25 日 

1998 年 10 月 25 日～ 

2010 年 6 月 19 日 

山頂から半径 4km 以内の入山規制 

2010 年 6 月 19 日～ 

2011 年 10 月 23 日 

[ただし、下記期間の 09:00～15:00 に限り、馬ノ背地点まで規制を緩和] 

2010 年 6 月 19 日～2010 年 10 月 31 日 

（土、日、祝日及び夏休み期間） 

2011 年 6 月 1 日～2011 年 10 月 23 日（全日） 

 

 

����� 

 

①人口 

・森町の人口：17,784 人（平成 23 年 10 月 31 日現在） 

・鹿部町の人口：4,507 人（平成 23 年 10 月 31 日現在） 

・七飯町の人口：28,930 人（平成 23 年 10 月 31 日現在） 

・函館市南茅部支所の人口：6,189 人（平成 23 年 10 月 31 日現在） 

 

②国立・国定公園・登山者数等 

・大沼国定公園 森町 

年間観光客数：約 762,000 人 

（観光客入込数、全道市町村調査 平成 22 年度から） 

・大沼国定公園 鹿部町 

年間観光客数：約 190,000 人 

（観光客入込数、全道市町村調査 平成 22 年度から） 

・大沼国定公園 七飯町 

年間観光客数：約 1,579,000 人 

（観光客入込数、全道市町村調査 平成 22 年度から） 

・大沼国定公園 函館市南茅部支所 

年間観光客数：約 148,245 人 

（観光客入込数、全道市町村調査 平成 22 年度から） 

・大沼国定公園 北海道駒ヶ岳 

年間登山者数：9,607 人 

（駒ヶ岳火山防災会議協議会、期間：2011 年 6 月 1 日～10 月 23 日まで） 

(18.北海道駒ヶ岳) 

 25

③付近の公共機関 

機関・部署名 所在地 電話番号 

森町役場 茅部郡森町御幸町 144-1 01374-2-2181 

森町役場砂原支所 茅部郡森町字砂原 1-43-4 01374-8-3111 

鹿部町役場 茅部郡鹿部町字宮浜 299 01372-7-2111 

七飯町役場 亀田郡七飯町本町 6-1-1 0138-65-2511 

七飯町役場大沼出張所 亀田郡七飯町字大沼町 502-1 0138-67-2141 

函館市役所 函館市東雲町 4-13 0138-21-3111 

函館市南茅部支所 函館市川汲町 1520 0138-25-5111 

 

④主要交通網 

・道央自動車道、国道 5 号線、278 号線、道道 43 号線、338 線、480 線 

・JR 函館本線 

 

⑤関連施設 

・森町 

森町郷土館 

・函館市南茅部支所 

函館市縄文文化交流センター 

 

 

���������� 
機関・部署名 所在地 電話番号 

札幌火山監視・情報センター （札幌管区気象台）札幌市中央区北 2 条西 18 丁目 2 011-611-2421 

函館海洋気象台 函館市美原 3 丁目 4-4 0138-46-2214 

室蘭地方気象台 室蘭市山手町 2 丁目 6-8 0143-22-2598 
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����� 
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機関・部署名 所在地 電話番号 
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�������������の観測� 
広域 ※ 同一地点に複数の計器を設置している場合には、観測点の位置を●で示し、その周囲に設置している観測点の種類を示している。 

 
国土地理院発行の 20 万分の 1 地勢図(室蘭、函館) 

(気象庁) (国土地理院) (北海道大学) (北海道立総合研究 (北海道)
地震計 (短周期) GPS 地震計 (短周期) 機構地質研究所) 遠望カメラ
GPS 傾斜計 GPS
傾斜計 (防災科学技術研究所) 空震計 (自治体)
空震計 K-NET 震度計
遠望カメラ
震度計

凡　　　　　　例

 
図 18-22 北海道駒ヶ岳 観測点位置図(広域) 

(18.北海道駒ヶ岳) 

 27

山頂付近 ※ 同一地点に複数の計器を設置している場合には、観測点の位置を●で示し、その周囲に設置している観測点の種類を示している。 

 
国土地理院発行の 5 万分の 1 地形図(駒ケ岳、鹿部) 

(気象庁) (国土地理院) (北海道大学) (北海道立総合研究 (北海道)

地震計 (短周期) GPS 地震計 (短周期) 機構地質研究所) 遠望カメラ

GPS 傾斜計 GPS

傾斜計 空振計 (自治体)

空振計 震度計

遠望カメラ

凡　　　　　　例

 
図 18-23 北海道駒ヶ岳 観測点位置図(山頂付近) 
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山頂付近 ※ 同一地点に複数の計器を設置している場合には、観測点の位置を●で示し、その周囲に設置している観測点の種類を示している。 
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凡　　　　　　例

 
図 18-23 北海道駒ヶ岳 観測点位置図(山頂付近) 
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